
 

 

板橋区第 2 層協議体 見学報告 

 

 

１ 視察の概要 

平成 30 年度中の第２層協議体の設立を目指し、地域住民や支え合うきよせ委員会の委員に声をか

け、板橋区常盤台地区（3/27）、桜川地区（3/29）第２層協議体（助け合い・支え合いの地域づく

り会議）を視察。 

別添の当日資料の議題の通り、意見交換が行われていた。 

 

２ 板橋区の概要 ※区の HP より 

・ 板橋区の人口は 56 万人。高齢化率は 25.1％。自治会加入率は５０％台。 

・ 区内を 18 地区（地域センター単位）に分け、２層協議体を設置中。 

・ 常盤台地区は 30,415 人（11 自治会。1 自治会当たり 2765 人） 

・ 桜川地区は 22,815 人（6 自治会。1 自治会当たり 3803 人） 

※清瀬市と比較し、1 地区が狭く、ほぼ丁目ごとに 1 自治会を構成。構成員数も多い。 

 

３ 協議体構成 

(１) 常盤台地区（構成員と協力員 計 18 名が参加） 

・ 商店街振興組合、町会・自治会関係者、民生・児童委員、老人クラブ、介護者支援サロン、

区内介護事業者、淑徳大学ボランティアセンター、おとしより相談センター（地域包括）、

サードプレイス（社協常設拠点）関係者が構成員あるいは協力員として参加。 

・ 構成員は、会議への参加報酬 1,000 円／回あり。協力員は無し 

・ 構成員が各団体の代表として出ているが、実質は協力員も同等に会議に参加し活動。 

(２) 桜川地区 

・ 町会関係者、民生・児童委員、老人クラブ、NPO 団体、区内介護事業者（ベネッセ）、おと

しより相談センター（地域包括）より、構成員を選出。 

・ 構成員は、民生・児童委員、町会関係者、NPO 団体、おとしより相談センターから選出さ

れた SC（生活支援コーディネーター）。 

・ SC は有償 

 

４ 会議の運営の特徴 

(１) 常盤台地区 

・ 生活支援コーディネーター（以下、板橋区では SC）がファシリテーターとして司会進行。 

・ 社協職員は司会 1 名、司会補助 1 名、板書と写真 1 名。 

・ 当初、新たな取り組みを実施しようと取り組んだが、参加者が引いてしまい、議論が活性化

しなかった。その反省から、参加者同士の情報交換や情報発信に主眼を置き、社協 SC が

日時 

平成 30 年 3 月 27 日（火）18 時半～

20 時半 

平成 30 年 3 月 29 日（木）15 時半～

17 時 45 分 

場所 

3/27 板橋区常盤台地域センター 

3/29 社会福祉法人むくどりイクト

ス 二階会議室 

出席者 

3/27 地域住民：長坂さん（自治会・下宿在住）、浅見さん（民生委員・野塩在住） 

3/29 柳原委員 

生活支援コーディネーター：鍵和田、原田、森（3/27 のみ）、鈴木 

行政担当：上垣 

支え合うきよせ委員会 

平成３０年５月１０日 

【資料１１】 



進行を行っている。 

(２) 桜川地区 

・ 会議の運営は SC が行い、議題に沿って議事を進行。区職員と社協職員も会議の輪の中に

参加し、情報提供などを行っている。書記も SC が担当。 

・ SC は、第２層協議体運営のための打合せを月に 2 回実施。議題や報告事項の確認、資料

作成や司会進行などの役割分担を行っている。 

・ 全員参加型の会議運営を目指しており、第２層協議体内で 3 つのチーム（お散歩マップ、

サロン、情報発信）を設け、全員が必ず 1 回は発言できるよう工夫をしている。 

・ SC は、協議体が SC などの一部の人の取り組みになると世代交代がうまくいかなくなる

と認識しており、他の構成員が積極的に参加できる工夫やしかけ（構成員が地域内で活動

し、情報を持ち寄りやすくなる配慮）を行っている。 

・ 各協議体に活動費があり、桜川では平成 29 年度に約 25 万円でタブレット PC、ノートパ

ソコン、プリンタ、WiFi ルーター、HDD、ウイルスソフトを購入。 

・ 構成員の選出については、町会関係者や民生委員、地域包括、民間事業者などに、社協から

声掛けを行い、さわやか福祉財団の協力のもと 5 回の準備会（勉強会）を開催。その間、

議論が紛糾することもあり、参加しなくなる方などもいたが、最終的に残ったメンバーで

第２層協議体を設立。 

・ 第二層協議体を「やらなきゃ！」と思ったのは、介護保険が将来的に破たんしそうな現状に

ついて区と社協から説明を受け、自分事として危機感を感じたから。 

 

５ 会議内容 

(１) 常盤台地区 

・ 第 1 回「第 2 層協議体連絡会」報告 

・ 各団体から情報交換・近況 

全出席者。町会と老人会がほぼ一致。一部は商店街振興会も一致。複数参加町会は各担当が

報告。内容として、自治会や振興会などの会議、防災訓練の実施、お祭りへの参加、警察に

よる消費者被害防止への協力、民生委員による 5 年かけた 70 歳以上高齢者の把握、地域

ケア会議の報告、大学から学生を参加させたいことの打診、サービス事業所から見た介護

保険の改正等。 

・ 現在の取組（前回振り返りと検討） 

他地区を参考に、支え合いにつながるチラシ作りを実施中。第 1 弾として老人クラブのチ

ラシを作成中。発行時期は未定。案内のポスターも作成を予定。司会者から参加者に、ポタ

ーを作ってみたい人を声かけ。印刷はプリントパックを検討する。 

(２) 桜川地区 

・ 11 月に開催された板橋区福祉大会の報告（別紙） 

・ 前回議事録確認 

・ 2 月～3 月 SC の活動報告（SC 会議の報告） 

・ 第 1 回「第 2 層協議体連絡会」報告 

・ PC 購入の報告 

・ 第 10 回福祉の森サロン交流フェスタ報告 

・ 3 チームに分かれての協議と、合同での報告 

 情報発信：老人クラブ、サロンなどの案内チラシを作成 

 サロン ：各サロンを訪問し、情報収集。現在は立ち上げではなく、サロンの活性化を

目指している。 

 散歩マップ：地区内の公園などをめぐる散歩マップを現地訪問し作成。 


